
1/5 

令和元年度第１回匝瑳市男女共同参画推進委員会 会議結果概要 

 

○開催日時  令和元年５月９日（木）午後１時３０分から午後３時１５分まで 

○場  所  匝瑳市民ふれあいセンター 視聴覚室 

○出席委員  石田昇委員、伊藤和子委員、大木幸惠委員、大関明委員、 

大野裕子委員、小川雅章委員、押尾悦子委員、向後英夫委員、 

佐藤千恵子委員、田邊久利委員 

（欠席：角田洋子委員、越川政子委員、宮内孝子委員） 

○市出席者  （特別職）太田市長 

（事務局企画課）大木課長、江波戸主査、田中主査補 
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１．開 会 

 

２．委嘱書交付 

 

３．市長あいさつ 

 

４．委員自己紹介 

 ※資料１ 委員名簿順に自己紹介 

 ※事務局紹介 

 

５．議 題 

（１）委員長・副委員長の選出について 

匝瑳市男女共同参画推進委員会規則第５条の規定により、委員長及び副委

員長は委員の互選より定めるとあるが、いかが取り計らったらよいか。  

事務局案はあるか。 

事務局案として、委員長を向後委員に、副委員長を大木委員にお願いした

いと思うが、いかがか。 

（異議なし） 

向後委員、委員長をお受けいただけるか。 

お受けする。 

大木委員、副委員長をお受けいただけるか。 

お受けする。 

 

委員長が議長となって進行 

 

（２）第２次匝瑳市男女共同参画計画について 

 ※事務局から資料３及び資料４および参考資料に基づき説明 
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《各委員からの質問・意見》 

 

指標が未達成のものは、どれか。 

（未達成の１０の指標について説明） 

参考資料「第２次匝瑳市男女共同参画取組状況調査票」の取組状況につい

て、なぜ取組を行っていないのか、なぜ実績がないのか、できない理由を書

いた方が良い。具体的な取組なしという記述があるが、本当に取り組む気が

あるのか、疑問に思う。また、取組ができた部分についても、できる理由を

書いた方が良い。 

 PDCA の、C（チェック）、A（アクション）の部分が欠けている部分があ

るので、次回からは、きちんと入れていただきたい。 

 また、PDCAをかけた上で、無理な取組であれば、施策を見直すことも 

必要ではないか。達成度 C（ほとんど取組ができなかった）が続くという取

組は、何かが足りていないので、検討すべき。 

御指摘の取組内容については、次回以降の資料作りの際、徹底したい。 

また、審議会の指標等については、各団体の役付きで、審議会の構成員が

選ばれていることが多く、各団体に女性の長や役員が含まれていないと、な

かなか達成が難しいという面があるので、御協力もお願いできればと思って

いる。 

１８０度見方を変えると、各審議会の構成員は、各団体の長である必要が

あるのか、検討することも考えられる。まずは、各団体に女性が参加するこ

とも第一歩だと思う。 

本市の男女共同参画推進計画は、女性活躍推進も含まれている。まずは、

各団体組織の構成員として女性が増えるという点からすすめていただければ

と考える。 

参考資料「第２次匝瑳市男女共同参画取組状況調査票」の取組状況につい

て、夜間パトロールは、各地区の活動を含めると、この数字よりも多いので

はないか。 

また、防犯灯は、現在、区長や防犯指導員からの申請がないと増やしても

らえない。 

家並みがある部分は多いが、山間部は少ない。 

 申請が多い地区は増える。 

 通学路でも、無い所もある。 

 防犯指導員が夜間パトロールの際、電球が切れていないかの確認も含め、

暗い場所があれば、把握するようにはしている。 

問題意識がある方が役員になった場合は、カーブミラーや防犯灯が増えて

いる。地域に目を向けることで、防犯灯を増やすことができるのでは。 

区長をしていた時、申請をしようとしたが、６０ｍ以内に別の防犯灯があ
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ると、設置できないと言われた。一方で、こうした基準が無いと、一定の場

所だけが多く設置することになるため、必要な基準であるとも思う。 

地域役員の中に女性が入ると、通学路などに目が向く。 

地域に意見を聞く懇談会などもあるようだが、主婦は行けない時間帯も多

い。 

現在、市の最上位計画である次期の総合計画を策定中であるが、アンケー

ト調査に加えて、市民懇談会、団体懇談会、高校生との座談会、つどいの広

場での子育て支援に焦点を当てた座談会と、できるだけ広い機会を設けて市

民の意見を伺っている。今後も、特定の分野に焦点を当てて、御意見を伺う

機会を設けたいと考えている。 

 

（３）令和元年度の推進活動について 

 ※事務局から資料５に基づき説明 

 

《各委員からの質問・意見》 

 

 前年度の寸劇を本年度も行うことは、賛成。事前に衣装等を用意し、本格

的に行ってはどうか。 

 講演会での寸劇は良かったと思う。 

 事前に準備等が必要という事であれば、委員会を増やすことも可能。 

寸劇の準備は当日で良いという事であれば、この案のとおり、３回の予定と

なる。 

講演会を農業祭に合わせて行ってはいかがか。男女共同参画講演会としては

参加しない方も、来ていただけるのではないか。 

事務局としてはいかがか。 

農業祭で、団体等で参加される方も本委員会の委員には多く、当日の本委

員会の開催ということでは、難しくなると思われる。 

 また、他部署との調整が必要となることから、本年度すぐに実施は難しい。 

 のぼり旗や啓発用品の配布、ポスターなど、目につくものを作成すると良

いのではないか。 

６０～７０代の中高年世代に啓発を図りたい。 

啓発を図りたい世代が集まる場に、出前講座のような形で、啓発を行って

も良いのではないか。 

地元では、会合の際、質問をすると、この小娘が、という雰囲気で、大変

意見を言いづらい。今まで男性がほとんどであった場に、女性が参加する事

を、男性はどう思われているのか。 

私は男性だが、家庭でも食事などの家事を行っており、全く抵抗感はない。

区長会にも女性が入ってくれれば良いと思っている。 

地域によって、意識に差があるように思う。 
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私の時に、女性が初めてＰＴＡ会長となった。急には無理でも、少しずつ

方向性が見えてくるのではないかと考えている。 

私の地区では、男だから、女だからということはなく、皆が意見を言い、

受け入れる。 

同じ地区だが、女性が意見を言いづらいという雰囲気は無い。 

意識がある方が、男性女性それぞれの特性を生かして、地域から改革して

いかないと、匝瑳市全体が変わらないのではないか。 

男性女性に関わらず、そこに居る方の良さを生かして、尊重することが大

事だと思う。 

 教育が大事。学校でパンフレット等を使って、成長する過程で学んでもら

う方が良い。 

学校も、ある程度の年代までは、すでに意識が変わってきている。 

農業祭といった大きな場でなくても、各地区のイベント、例えば演芸会や地

域の会合など、身近なところで、高齢の方に、少しずつ啓発していく方が良

いのでは。 

区長会からも、女性に地域の会合に参加いただくよう言ってもらえるとよ

い。 

社会福祉協議会のサテライトでは、高齢の方が集まる機会があるが、女性

の割合が多く、女性の意見で引っ張っていくようなこともある。できること

から、少しずつ進めるのが良いのでは。 

農業祭に合わせて、講演会を実施し、啓発を図るという気持ちはわかるが、

ピンポイントではなく、地道に広げていくことも良いと思う。 

一方で、私の会社の社員の中では、奥さんの病気により意識が変わってい

くきっかけとなっている例もある。奥さんの通院や、具合が悪い時に家事を

行うことで、身近な事から変わってきている。 

講演会は正直敷居が高い気がするが、こうした身近なことは、変わるチャ

ンスではないか。 

それでは、改めて、本年度の活動については、（案）を取って、資料５のと

おりの活動ということでよろしいか。 

（全員賛成） 

 

（４）その他 

委員の皆さんから何かあるか。 

多様な働き方という観点から、私の会社での取組の紹介であるが、本年度

から、知的障害のある方を、２名正社員として採用し、簡単な仕事だけでな

く、他の社員が行っている仕事にも一部トライしていただいている。 

特別支援学校とも連携し、職業体験を行う等、障害をお持ちの方が働ける

環境を整備し、仕事を知っていただく活動も行っている。 

また、男女共同参画ということでは、前年度の本委員会でも紹介したが、 
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休憩スペースの清掃等、今まで女性社員のみが行っていた部分を男性社員・

管理職も行っており、意識としては、８割方浸透してきている。会社の上部

で取組を行う、と決めてもらうことも大事だと思う。 

良い取組だと思う。地域活動団体も、上から言ってもらえると良い。 

その他、事務局から何かあるか。 

本年度、各地域活動団体へ女性の登用状況について調査を予定している。 

委員の皆様が所属する団体へも照会予定であり、御協力をお願いしたい。 

 本日の会議録については、市のホームページで公表を予定しているがよろ

しいか。なお、公表の際に意見の発言者については、「委員」と表示する。 

（異議なし） 

 

６ 閉会 

以 上 

 


